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いしおか

　 市 の 人 口 と 世 帯　　79,599 人 ( 前 月 比 ▲ 77) 男 39,445 人　 女 40,154 人　29,964 世 帯 2 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 市民協働まちづくり
　 学校をきれいに…草花ボランティアが活躍　　　P6

● 「消すまでは 出ない行かない 離れない」
　 春季全国火災予防運動　　　　　　　　　　　  P17 

● 行政懇談会を開催　　　　　　　　　　　　　　
 　協働のまちづくりのために　　　　　　　　　　P2

● 市内各施設の放射線量　 　　　 　　　　　　　  P4

● 国保の保険証を更新 4 月からは緑色に　　　　  P10

　11月24日に発売した「いしおかサン
ド」第２弾は、2店舗が加わってさらにバ
リエーションが豊かになっています。
　「いしおかサンドぺろりスタンプラ
リー」の抽選も、残すところあと１回（３
月 31日応募締め切り）となりました。
　スタンプを集めて、ぜひ応募ください。
●問い合わせ　地域ブランド推進室
　　　　　　　☎ 23-1111（内線 433）

いしおかサンド
　　　　第２弾販売中！

緑の
サンドが
目印！



協働のまちづくりのために
行政懇談会を開催

【
石
岡
地
区
】 

統
一
質
問

市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
交
通
結

節
点
と
し
て
の
石
岡
駅
橋
上
化
と
、

駅
前
・
東
ノ
辻
線
の
早
期
実
現
に
よ

り
、
石
岡
駅
周
辺
の
活
性
化
を
促
進

し
て
ほ
し
い
。

答
市
で
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
「
石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
」

と
し
て
、
石
岡
駅
の
橋
上
化
な
ど
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
詳

細
な
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
完
了
次

第
、
工
事
に
着
手
し
、
平
成
26
年
度

末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

駅
前
・
東
ノ
辻
線
に
つ
い
て
は
、

現
在
、市
役
所
前
の
通
り
か
ら
村
上
・

六
軒
線
方
面
へ
約
２
０
０
ｍ
の
整
備

に
着
手
し
て
お
り
、今
年
度
内
に
は
、

そ
の
う
ち
80
ｍ
の
工
事
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
先
、
村
上
・
六
軒
線

ま
で
の
約
１
０
０
０
ｍ
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
度
か
ら
用
地
お
よ
び

排
水
な
ど
の
調
査
・
測
量
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
岡
市
第
一
次
総
合
計
画
で
は
、
歴

史
、
文
化
財
の
保
護
・
活
用
が
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の
再
建
な
ど
を

含
め
、
歴
史
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
将

来
に
向
け
た
計
画
へ
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

答
市
の
歴
史
的
財
産
で
あ
る
国

分
寺
・
国
分
尼
寺
を
再
建
・

復
元
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り

多
く
の
人
に
歴
史
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
に
は
詳
細
な
発
掘
調
査
の
成
果
と

巨
額
の
予
算
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
国
分
寺
は
境
内
が
民
有
地
で
あ

り
、
現
在
も
宗
教
活
動
の
場
と
し
て

機
能
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

位
置
に
当
時
の
国
分
寺
を
再
建
す
る

こ
と
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

　

国
分
尼
寺
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

回
廊
跡
を
石
畳
と
植
栽
で
表
現
し
た

り
、
看
板
な
ど
で
当
時
の
建
物
の
様

子
を
伝
え
、
少
し
で
も
わ
か
り
や
す

く
案
内
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
浜
か
ら
井
関
へ
続
く
こ
の
道
路

は
、
道
幅
が
狭
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
域
の
基
幹
道
路
と
し
て
大
型
車
両

な
ど
の
通
行
が
激
し
い
場
所
で
す
。

歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
順
次
「
歩
道
整
備
」
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
三
村
～
石
川
坂
井

戸
間
は
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
こ
の
県
道
で
は
、
現
在
、
三

村
羽
成
子
～
石
川
坂
井
戸
間

と
愛
郷
橋
出
張
所
～
愛
郷
橋
の
間
に

歩
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
郷
橋
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
は
、
愛
郷
橋
架
け

替
え
工
事
と
あ
わ
せ
、
県
が
整
備
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

三
村
羽
成
子
～
石
川
坂
井
戸
間
の

未
整
備
区
間
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

完
成
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
県
に
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
治
会
第
１
区
公
民
館
か
ら
恋
瀬
川

に
沿
っ
て
の
び
る
道
路
に
つ
い
て
は

途
中
ま
で
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
残
り
約
３
５
０
ｍ
が
未
舗
装
で

あ
る
た
め
使
用
で
き
な
い
状
態
で

す
。
こ
の
区
間
の
舗
装
に
よ
り
、
生

活
道
路
そ
し
て
通
学
路
と
し
て
も
便

な
道
路
と
な
り
ま
す
。
早
急
な
舗
装

を
要
望
し
ま
す
。

答
質
問
の
あ
り
ま
し
た
道
路
の

現
状
に
関
し
て
は
把
握
し
て

い
ま
す
の
で
、
瓦
会
地
区
の
最
優
先

要
望
と
し
て
、
今
後
、
年
次
計
画
で

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

昔
は
車
の
通
行
量
が
少
な
か
っ
た
柿

岡
商
店
街
で
す
が
、
現
在
は
車
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
道
路
に
は

歩
道
も
な
く
、
電
柱
が
道
路
の
端
に

設
置
さ
れ
て
い
る
所
が
多
い
た
め
、

歩
行
者
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
側
溝
の
整
備
も
不
十

分
な
所
が
あ
り
、
事
故
の
原
因
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
電
柱
の
移
動
ま

た
は
地
中
化
を
強
く
県
に
要
望
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

答
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在

の
電
柱
は
、
東
京
電
力
と
Ｎ
Ｔ

Ｔ
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
と
協
議

の
う
え
で
設
置
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

電
柱
の
移
設
に
は
、
地
権
者
の
同
意

が
必
要
で
す
の
で
、
地
権
者
な
ど
と

話
し
合
い
、
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
要

望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
中
化
に
つ
い
て
も
、
家
屋
な
ど

の
後
退
や
地
権
者
の
同
意
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
側
溝
に
関
し
て
は
、
早

急
に
改
善
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

林
地
区
か
ら
柿
岡
中
学
校
へ
通
学
す

る
生
徒
は
、
多
く
が
自
転
車
に
よ
る

通
学
で
す
。
登
下
校
す
る
道
路
は
、

幅
員
が
狭
い
う
え
、
曲
折
し
て
い
て

見
通
し
も
悪
く
、
部
活
動
を
終
え
て

の
薄
暗
い
下
校
時
に
は
危
険
を
感
じ

る
こ
と
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
市
道

の
改
良
を
望
み
ま
す
が
、
早
急
に
は

無
理
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
下
校
時

の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
街
路
灯
の

設
置
を
要
望
し
ま
す
。

答
街
路
灯
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
教
育
委
員
会
と
協
議
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
い

ま
要
望
の
あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
う

え
、
12
月
議
会
で
予
算
措
置
を
し
、

設
置
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
内
の
国
道
６
号
と
村
上
・
六
軒
線
の
交
差

点
は
、
慢
性
的
渋
滞
区
間
で
す
。
こ
の
渋
滞

を
避
け
る
車
両
が
東
大
橋
地
内
や
東
光
台
・

旭
台
地
内
の
道
路
を
迂
回
し
、
一
般
市
民
や

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
、
大
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
渋
滞
解
消
と
歩

道
の
整
備
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

答
国
道
６
号
の
渋
滞
緩
和
を
図
る
た

め
、
６
号
バ
イ
パ
ス
は
、
国
道
６
号

バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
会
に
お
い
て
、
早

期
開
通
に
向
け
た
整
備
お
よ
び
小
美
玉
市
へ
の

延
伸
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
上
・
六
軒
線
と
国
道
６
号
の
立
体
交
差
化

に
つ
い
て
は
、
用
地
の
確
保
な
ど
多
く
の
課
題

が
生
じ
る
た
め
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

渋
滞
緩
和
を
図
る
た
め
の
対
策
案
と
し
て
、

右
折
レ
ー
ン
の
改
修
や
信
号
機
の
右
折
時
間
の

変
更
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
、
調

査
を
行
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
な

ど
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
計
画
的
な

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
朝
日
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
し

た
が
、
土
浦
側
の
出
口
か
ら
国
道
１
２
５
号

ま
で
の
路
線
整
備
や
、
ト
ン
ネ
ル
の
案
内
標

識
の
設
置
、
そ
し
て
大
規
模
な
道
の
駅
や
直

売
所
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

答
路
線
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

つ
く
ば
市
笠
間
市
間
道
路
整
備
促
進

協
議
会
の
な
か
で
早
期
着
手
を
県
に
要
望
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
案
内
標
識
に
つ
き
ま
し

て
は
、
辻
地
区
の
交
差
点
、
土
浦
市
ト
ン
ネ

ル
出
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
設
置

す
る
も
の
に
関
し
て
は
、
土
浦
市
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　

直
売
所
に
関
し
て
は
、
八
郷
地
区
に
あ
る
四

つ
の
直
売
所
で
延
べ
１
５
０
０
人
の
生
産
者
が

６
億
円
以
上
を
売
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
出
荷

す
る
生
産
者
の
増
加
が
見
込
め
な
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、新
た
な
設
置
は
難
し
い
状
況
で
す
。

し
か
し
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
幹
線

道
路
沿
道
の
有
効
利
用
は
、
重
要
な
こ
と
で
す

の
で
、
今
後
も
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
上
・
六
軒
線
と
６
号
国
道
交
差
点
の

　
　
　
　
　
　
　
　

立
体
交
差
化
に
つ
い
て

【
八
郷
地
区
】 

統
一
質
問

朝
日
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
う
各
種
要
望
に
つ
い
て

【
石
岡
中
学
校
区
】 

石
岡
駅
の
橋
上
化
と
駅
前
・
東
ノ
辻

線
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

【
府
中
中
学
校
区
】 

国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の

　
　
　
　
　

再
建
に
つ
い
て

【
城
南
中
学
校
区
】 

県
道
石
岡
田
伏
土
浦
線
の

　

拡
幅
（
歩
道
整
備
）
に
つ
い
て

【
柿
岡
地
区
】 

県
道
石
岡
筑
西
線
の

　

柿
岡
商
店
街
の
整
備
に
つ
い
て

【
瓦
会
地
区
】 

道
路
の
整
備
舗
装
に
つ
い
て

【
林
地
区
】 

柿
岡
中
学
校
生
徒
の
登
下
校
路
へ
の

街
路
灯
設
置
に
つ
い
て

　

１
月
11
日
、
市
内
各
地
区
の
区
長
約
１
０
０
人
の

出
席
の
も
と
、
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の

館
で
行
政
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
区
長
会
か
ら
の

統
一
質
問
や
各
地
区
の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　
　
　
　
　
　

    

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

行政懇談会

  要望のあった未整備の道路

  歩道の未整備区間

  電柱設置型の街路灯

広報いしおか３月 1 日号  №１７８　2　３　 広報いしおか３月 1 日号  №１７８



●最新の測定結果は、市のホームページで見ることができます。　http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）
１月第 5 週 ２月第 2 週

地表 地上 1 ｍ 地表 地上 1 ｍ
石岡中学校 0.114 0.099 0.113 0.095
府中中学校 0.183 0.171 0.180 0.165
城南中学校 0.129 0.119 0.129 0.121
国府中学校 0.124 0.124 0.123 0.119
園部中学校 0.176 0.161 0.178 0.166
有明中学校 0.080 0.070 0.084 0.074
柿岡中学校 0.086 0.080 0.084 0.068
八郷南中学校 0.133 0.101 0.122 0.105

中学校

Ａ 2700

Ａ 2700

測定器

測定器

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）
１月第 5 週 ２月第 2 週

地表 地上 0.5 ｍ 地表 地上 0.5 ｍ
石岡小学校 0.132 0.137 0.141 0.144
府中小学校 0.130 0.127 0.133 0.121
高浜小学校 0.113 0.121 0.115 0.123
東小学校 0.101 0.099 0.140 0.119
三村小学校 0.146 0.133 0.128 0.125
関川小学校 0.179 0.149 0.166 0.155
北小学校 0.135 ０.143 0.172 0.150
南小学校 0.158 0.151 0.141 0.138
杉並小学校 0.124 0.117 0.125 0.124
園部小学校 0.100 0.139 0.139 0.146
東成井小学校 0.150 0.136 0.147 0.131
瓦会小学校 0.096 0.091 0.110 0.103
林小学校 0.098 0.092 0.097 0.095
恋瀬小学校 0.084 0.088 0.090 0.093
葦穂小学校 0.120 0.107 0.115 0.110
吉生小学校 0.115 0.095 0.112 0.098
柿岡小学校 0.114 0.110 0.121 0.120
小幡小学校 0.108 0.103 0.114 0.105
小桜小学校 0.118 0.116 0.126 0.123

小学校

測定値（園庭中央）　
１月第 5 週 ２月第 2 週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
第１保育所 0.143 0.155 0.162 0.151
第２保育所 0.151 0.155 0.169 0.142
園部保育所 0.117 0.121 0.140 0.119
みなみ保育所 0.163 0.133 0.133 0.121
やさと中央保育所 0.135 0.120 0.125 0.110
石岡明照保育園 0.152 0.157 0.105 0.093
泉ケ丘保育園 0.110 0.120 0.141 0.125
国分台ふたば保育園 0.140 0.131 0.139 0.122
ひかり保育園 0.152 0.107 0.126 0.119
わかくさ保育園 0.184 0.166 0.189 0.148
しらゆり保育園 0.130 0.133 0.156 0.131
そとの保育園 0.083 0.079 0.078 0.079
石岡ひまわり保育園 0.227 0.184 0.200 0.163
りんりん保育園 0.134 0.132 0.120 0.146
ことりの森保育園 0.133 0.107 0.091 0.074
児童館 0.102 0.105 0.095 0.109
児童センター（入口） 0.099 0.106 0.103 0.099

保育所
など私立公立

PA-1000 Radi測定器

※園庭の四隅と砂場も測定しています。ホームページで確
認できます。

 市内各施設の
　　　　放射線量

測定器：簡易測定器　単位：マイクロシーベルト／時

※国における放射線量の基準値は、地上 1m（子どもの場合は地上 0.5m）で毎時 0.23 マイクロシーベルト以下です。

1 月 30 日～ 2 月 13 日

●問い合わせ　放射線対策室　☎ 23-1111（内線 141）

市役所 旭台
会館

城南
地区

公民館
龍神山

霊園
八郷
総合
支所

自然
休養村
センター

恋瀬
出張所

園部
出張所

簡易測定器
（地上 1m）

1/30 水 0.140 0.151 0.184 0.134 0.125 0.171 0.099 0.115
31 木 0.137 0.141 0.166 0.143 0.133 0.172 0.098 0.116

2/1 金 0.127 0.142 0.168 0.158 0.140 0.177 0.100 0.118
4 月 0.151 0.149 0.180 0.139 0.137 0.140 0.096 0.111
5 火 0.125 0.150 0.198 0.138 0.117 0.169 0.101 0.139
6 水 0.149 0.157 0.208 0.161 0.135 0.182 0.111 0.122
7 木 0.128 0.151 0.168 0.132 0.140 0.159 0.105 0.117
8 金 0.136 0.149 0.166 0.140 0.123 0.175 0.097 0.114

12 火 0.129 0.132 0.185 0.140 0.116 0.165 0.097 0.114
13 水 0.149 0.156 0.172 0.135 0.122 0.181 0.096 0.113

PA-1000 Radi

平日毎日測定主な公共施設

測
定
日

測
定
場
所

測定値（園庭中央）
１月第 5 週 ２月第 2 週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
府中幼稚園 0.179 0.145 0.138 0.142
国分寺幼稚園 0.146 0.169 0.115 0.149
石岡善隣幼稚園 0.101 0.099 0.088 0.100
ばらき台幼稚園 0.133 0.100 0.109 0.104
石岡幼稚園 0.088 0.107 0.108 0.109
恋瀬ほしのみや幼稚園 0.133 0.107 0.091 0.074
八郷幼稚園 0.142 0.112 0.126 0.100
東幼稚園（園庭） 0.232 0.166 0.142 0.146

幼稚園

PA-1000 Radi測定器

２月第 2 週

地表 地上
0.5m

地上
1m

国府地区公民館 0.138 0.142 0.140
芦穂地区多目的研修センター 0.148 0.118 0.115
瓦会地区多目的研修センター 0.126 0.093 0.101
石岡学校給食センター 0.240 0.171 0.170
農村資料館 0.117 0.088 0.105
ふれあいの里石岡ひまわりの館 0.183 0.145 0.141
まちかど情報センター 0.105 0.090 0.099
常陸風土記の丘 0.164 0.152 0.158
茨城県フラワーパーク 0.159 0.139 0.157
つくばねオートキャンプ場 0.153 0.131 0.125
朝日里山学校 0.193 0.172 0.164
石岡運動公園 0.180 0.158 0.158
八郷総合運動公園 0.109 0.084 0.083
柏原野球公園 0.184 0.178 0.170
柏原サッカー公園 0.106 0.118 0.101
小井戸運動広場 0.169 0.119 0.144
国府公園 0.194 0.168 0.162
石岡ステーションパーク 0.134 0.100 0.096
いしおかイベント広場 0.113 0.115 0.102
やさと温泉ゆりの郷 0.119 0.114 0.117
柏原池公園 0.188 0.184 0.178
八軒向第 3 公園 0.238 0.200 0.202
フローラル西公園 0.129 0.109 0.111
ばらき台第２公園 0.137 0.158 0.192
池の台記念碑 0.178 0.172 0.162

主な公共施設
毎月第２・４週測定

PA-1000 Radi・TCS-172B測定器

品
目

検
査
日

セ
シ
ウ
ム

１
３
４

セ
シ
ウ
ム

１
３
７

生
産
地

検
査
種
別

単
位
：
ベ
ク
レ
ル
／
㎏

１

巨
峰

24
・
９
／
12
検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

細
谷

Ｎ
ａ
Ｉ

２

小
幡

３

梨
（
豊
水
）

４

り
ん
ご

十
三
塚

５

栗

12
・
１

21

大
塚

６

柿

９
／
18

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

小
幡

７

栗

９
／
19

６
・
93

関
川

８

８
・
99

９

９
／
20

検
出
せ
ず

三
村

10

６
・
86

10
・
７

須
釜

11

ぎ
ん
な
ん

４
・
９

８

葦
穂

Ｇ
ｅ

12

３
・
２

５
・
１

恋
瀬

13

西
村
柿

９
／
24

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

園
部

Ｎ
ａ
ｌ

14

さ
つ
ま
い
も

石
岡

15

き
ゅ
う
り

16

に
ん
じ
ん

17

柿

１
・
１

２
・
５

園
部

Ｇ
ｅ

18

１
・
２

１
・
８

小
幡

19

ね
ぎ

９
／
25

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

石
岡

Ｎ
ａ
ｌ

20

ぎ
ん
な
ん

９
／
28

小
見

21

ひ
ら
た
け

10
／
１

４
・
74

林

22

小
松
菜

検
出
せ
ず

瓦
会

23 

ひ
ら
た
け

10
／
２

３
・
１

４
・
７

Ｇ
ｅ

24

玄
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

高
浜

Ｎ
ａ
ｌ

25

根
当

26

田
島

27

関
川

28

10
／
３

三
村

29

ゆ
ず

27
・
１

40
・
１

石
岡

30

ひ
ら
た
け

検
出
せ
ず

３
・
64

林

31

５
・
89

園
部

32

10
／
４

検
出
せ
ず

恋
瀬

33

葦
穂

34

柿
岡

35

菌
床
し
い
た
け

３
・
66

三
村

36

ひ
ら
た
け

10
／
５

検
出
せ
ず

林

37

柿

10
／
９

小
幡

38

み
か
ん

39

小
麦

金
指

40

か
ぼ
す

10
／
16

８
・
23

13

石
岡

41

ほ
う
れ
ん
草

10
／
18

検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

42

小
か
ぶ

●
測
定
に
つ
い
て

・
農
産
物
な
ど
は
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
細
か
く
刻
ん
だ
状
態
で
持
参
し
、

測
定
終
了
後
持
ち
帰
り
願
い
ま
す
。

※
市
役
所 

放
射
線
対
策
室
に
持
ち

込
む
場
合
は
、
６
０
０
グ
ラ
ム
を
細

か
く
刻
ん
だ
状
態
の
も
の
を
持
参
。

・
測
定
結
果
は
証
明
で
は
な
く
、
参

考
と
し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

●
料
金　

無
料

●
利
用
時
間　

土
日
祝
日
を
除
く
、

平
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
件
程
度

※
測
定
に
は
、
準
備
か
ら
片
付
け
ま

で
約
１
時
間
を
要
し
ま
す
。

※
利
用
に
は
、
事
前
に
窓
口
で
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
八
郷
総
合
支
所 

農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
３
）

・
市
役
所 

放
射
線
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

八
郷
総
合
支
所 

農
政
課
で
も

測
定
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

食
品（
個
人
生
産
）の
放
射
能
測
定

品
目

検
査
日

セ
シ
ウ
ム

１
３
４

セ
シ
ウ
ム

１
３
７

生
産
地

検
査
種
別

単
位
：
ベ
ク
レ
ル
／
㎏

43

小
松
菜

10
／
18

検
出
せ
ず
検
出
せ
ず

石
岡

Ｎ
ａ
ｌ

44

グ
リ
ー
ン
レ
タ
ス

45

サ
ニ
ー
レ
タ
ス

46

ト
マ
ト

47

チ
ン
ゲ
ン
菜

10
／
22

48

ね
ぎ

49

ほ
う
れ
ん
草

10
／
23

小
幡

50

ひ
ら
た
け

10
／
29

３
・
11

３
・
52

高
浜

51

10
／
31

検
出
せ
ず

６
・
28

柿
岡

52

春
菊

検
出
せ
ず

関
川

53

こ
ん
に
ゃ
く
芋

11
／
１

園
部

54

や
ま
い
も

11
／
２

金
指

55

や
ま
い
も
（
む
か
ご
）

56

ひ
ら
た
け

林

57

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

葦
穂

58

さ
つ
ま
い
も

11
／
５

石
岡

59

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

柿
岡

60

原
木
く
り
た
け

11
／
８

12
・
９

19
・
７

61

ゆ
ず

検
出
せ
ず

６
・
61

62

水
稲
（
も
み
）

検
出
せ
ず

太
田

63

豚
肉

11
／
12

６
・
74

７
・
09

葦
穂

64

な
め
こ

11
／
13

８
・
２

11
・
７

柿
岡

65

玄
ソ
バ

11
／
15

検
出
せ
ず
検
出
せ
ず

林

666768

ほ
う
れ
ん
草

11
／
29

関
川

69

イ
チ
ゴ

11
／
30

葦
穂

Ｇ
ｅ

70

ほ
う
れ
ん
草

林

71

ご
ぼ
う

72

に
ん
じ
ん

73

ゆ
ず

12
／
３

柿
岡

Ｎ
ａ
ｌ

74

イ
チ
ゴ

12
／
12

朝
日

75

大
豆

12
／
21

柿
岡

76

真
家

77

12
／
25

小
屋

78

12
／
26

小
倉

79

小
麦

25
・
１
／
７

金
指

80

大
豆

１
／
17

小
幡

81

小
桜

82

恋
瀬

83

園
部

84

林

・一般食品における基準値は 100 ベクレルです。
・市では専門機関による調査のほか、独自で放射性物質の検査      
をしています。
※検査種別については、ＮａＩはシンチレーション、Ｇｅは
ゲルマニウム半導体による検査です。
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１
月
の
あ
る
日
、
三
村
小
学
校
を

訪
れ
る
と
、
校
庭
は
見
事
に
整
え
ら

れ
、
花
壇
に
は
色
と
り
ど
り
の
パ
ン

ジ
ー
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

こ
れ
は
、
学
校
の
美
化
運
動
に
加

え
、
地
域
の
草
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
か
ら
校
庭
の
草

取
り
や
花
壇
の
手
入
れ
、
掃
き
掃
除

な
ど
で
学
校
に
協
力
し
て
く
れ
て
い

る
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
草
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
は
、４
～
12
月
は
毎
週
月
曜
日
、

１
～
３
月
は
月
１
、２
回
小
学
校
に

集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
始
ま
り
は
、

平
成
17
年
ご
ろ
。「
生
徒
数
が
減
少
し
、

校
庭
の
利
用
範
囲
が
狭
ま
り
、
雑
草

が
増
え
て
し
ま
っ
て
…
」
と
の
声
を

聞
い
た
地
域
住
民
が
、
行
動
を
起
こ

し
ま
し
た
。
当
初
１
、２
人
で
始
め
た

草
取
り
も
、
今
で
は
15
人
も
の
人
数

に
増
え
ま
し
た
。

　

活
動
の
後
は
30
分
だ
け
、
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
を
設
け
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
員
相
互
の
交
流
の
ほ
か
、

先
生
か
ら
学
校
の
様
子
を
聞
い
た

り
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
や
家
庭
で

の
様
子
を
伝
え
た
り
と
、
学
校
と
地

域
が
密
接
に
つ
な
が
る
大
切
な
時
間

で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
活
動
は
、
児
童
と

地
域
の
交
流
へ
と
広
が
っ
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
、
子
ど
も
た
ち
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
花
壇
づ
く
り

や
草
取
り
の
コ
ツ
を
教
わ
り
、
実
践

し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
返
し
に
と
、

毎
年
11
月
の
学
校
行
事
「
三
村
ふ
れ

あ
い
集
会
」
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
を
招
待
し
て
い
ま
す
。
集
会

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
発
表
会
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り
、
昔
の
遊
び

を
教
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
保
護
者
や

地
域
住
民
も
含
め
て
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
、
三
村
小
学
校
は
そ
の
環

境
美
化
活
動
が
認
め
ら
れ
「
茨
城
県

学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル 

学
校

環
境
緑
化
の
部
」
で
入
選
し
「
緑
の

少
年
団
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、

㈳
茨
城
県
緑
化
推
進
機
構
会
長
賞
を

受
賞
。
さ
ら
に
「
花
と
緑
の
環
境
美

化
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
も
、
大
好
き
い

ば
ら
き
県
民
会
議
理
事
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
「
学
校
も
き
れ
い
に

な
り
、
子
ど
も
た
ち
も
地
域
の
中
で

温
か
く
見
守
ら
れ
て
い
て
あ
り
が
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

草
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に

よ
っ
て
、
学
校
と
家
庭
と
地
域
住
民

が
つ
な
が
り
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域

全
体
に
見
守
ら
れ
、
育
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

市民協働まちづくり ③
～ 住んでみたい 住んでよかったまちを目指して ～

学校をきれいに…
　　草花ボランティアが活躍！

❖
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
４
１
）

▲三村ふれあい集会で地域の皆さんと交流する児童

▲花壇に植える苗木を種から育てるボランティアの皆さん

ボランティアの皆さんと花壇の手入れをする児童
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ス
ー
ダ
ン
の
食
事
は
、
自
然
な
味

が
し
ま
す
。お
肉
は
冷
凍
さ
れ
た
り
、

パ
ッ
ク
に
入
っ
た
り
し
て
い
な
い
、

新
鮮
な
も
の
。
主
食
の
ク
レ
ー
プ
の

よ
う
な
も
の
も
、
家
庭
で
作
る
の
で

保
存
料
な
ど
余
計
な
も
の
は
一
切
使

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
中
の
厳
し
い
暑
さ
も
お
さ
ま
っ

た
夕
暮
れ
時
に
、
外
に
出
て
涼
み
な

が
ら
、
仲
間
た
ち
と
ご
ざ
に
座
っ
て

食
事
を
し
て
い
る
と
、
満
開
の
桜
咲

く
柏
原
池
公
園
で
お
花
見
を
し
な
が

ら
食
事
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

場
所
は
変
わ
れ
ど
、
ご
は
ん
を
み

ん
な
で
囲
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
、
お

い
し
さ
が
増
す
と
い
う
こ
と
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
ほ
っ
と
安
ら
げ
る
ひ
と

時
で
あ
り
、
大
好
き
な
時
間
の
一
つ

で
す
。

ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
た
よ
り
②

石
岡
か
ら
、
世
界
へ

櫻井 文
ふみ

さん
石岡市出身。府中中学
校、石岡第一高等学校
卒業。看護師経験を経
て、フィリピンの NGO
に 勤 務 後、 青 年 海 外
協力隊員としてマダガ

スカルへ。２年間の任期を終え、現在は
NGO ロシナンテスの母子保健専門家とし
てスーダンで活動中。

世 界 で が ん ば る 石 岡 人 

日本

スーダン

マダガスカル

フィリピン

　

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
ア
ラ
ブ

文
化
の
影
響
を
受
け
る
ア
フ
リ
カ
の

地
ス
ー
ダ
ン
で
、
母
子
保
健
活
動
を

行
っ
て
い
る
石
岡
生
ま
れ
石
岡
育
ち

の
櫻
井
文
さ
ん
。

　

石
岡
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
、
海
外
の
暮

ら
し
や
文
化
、
そ
こ
で
働
く
こ
と
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
世
界
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
ス
ー

ダ
ン
か
ら
届
け
て
く
れ
た
便
り
。

　

今
回
は
、
ス
ー
ダ
ン
の
食
事
に
つ

い
て
の
紹
介
で
す
。

　

わ
ら
屋
根
の
家
並
み
が
ど
こ
ま
で

も
続
く
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
お
や
つ
に

よ
く
「
な
つ
め
や
し
」
が
食
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
つ
め
や
し
は
、
ヤ
シ

科
の
植
物
の
果
実
で
、
乾
燥
さ
せ
て

食
べ
る
と
、
干
し
柿
や
レ
ー
ズ
ン
の

よ
う
な
甘
い
味
が
し
ま
す
。

　

実
は
こ
の
な
つ
め
や
し
、
日
本
で

も
「
ソ
ー
ス
」
の
材
料
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
独
特
の
と
ろ
み
や
甘
味

を
出
す
成
分
「
デ
ー
ツ
」
と
標
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ソ
ー

ス
の
原
材
料
名
を
注
意
し
て
見
て
く

だ
さ
い
。
遠
い
ア
ラ
ブ
諸
国
で
採
れ

た
デ
ー
ツ
が
、
日
本
の
食
卓
に
も

上
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

な
つ
め
や
し
で
つ
な
が
る

　

ア
ラ
ブ
の
国
と
日
本
の
食
卓
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6
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12

6

9 3・

12

6
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ス
ー
ダ
ン
で
は
、
主
食
に
パ
ン
や

小
麦
粉
・
ひ
え
・
粟
を
ク
レ
ー
プ
や

ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
も
の
、
お
か
ず
に

は
乾
燥
さ
せ
た
豆
や
オ
ク
ラ
を
ペ
ー

ス
ト
状
に
し
た
も
の
を
よ
く
食
べ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
丸
い
大
き
な
盆

に
の
せ
て
家
族
で
囲
み
、
イ
ス
ラ
ム

教
で
左
手
は
不
浄
の
手
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
右
手
だ
け
で
食
べ
ま
す
。

　

ス
ー
ダ
ン
の
食
事
で
、
日
本
と
違

う
の
は
食
事
の
時
間
。
朝
は
一
杯
の

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
だ
け
。
ス
ー
ダ
ン
で

朝
食
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
11
時
頃

に
食
べ
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
に
と
っ

て
の
昼
食
は
、
夕
方
４
時
頃
。
夕
食

は
９
時
頃
で
す
。

　

夕
食
に
は
「
フ
ー
ル
」
と
い
う
料

理
を
よ
く
食
べ
ま
す
。
家
庭
や
お
店

で
味
や
具
材
が
変
わ
る
こ
の
料
理
。

暗
闇
の
中
、
み
ん
な
で
ボ
ウ
ル
を
囲

み
初
め
て
フ
ー
ル
を
食
べ
た
時
、
煮

豆
と
チ
ー
ズ
が
う
ま
く
混
じ
り
味
噌

の
よ
う
な
味
に
な
り
、
そ
の
お
い
し

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
一
つ
の
お
皿
か
ら
食
べ

る
ス
ー
ダ
ン
の
食
事
。「
み
ん
な
で

食
べ
る
か
ら
お
い
し
い
！
」
そ
ん
な

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
時
間
で
す
。

ボウルで具材を混ぜて食
べる「フール」。ちぎっ
たパンと煮豆、野菜、チー
ズなど混ぜる具材は、そ
の時々で変わります。

アシーダ（とうもろこし
粉の固い練り粥）に ト
マトや玉ねぎを煮込んだ
ソースをからめて食べま
す。これも、もちろん手
で食べます。

砂糖たっぷりのミルク
ティー。スーダンの人は
たっぷり入れた砂糖をエ
ネルギーにして昼まで
しっかり仕事をします。

12

6

9 3・

主食のキスラ（小麦粉で
作るクレープ）を家庭で
作っているところ。乾燥
オクラのペーストや、ト
マトと玉ねぎのソースに
つけて食べます。

ス
ー
ダ
ン
の
食
事

ラマダン（断食）の時期、日没後に食事をとる風景。
奥に写るのは、わら屋根の民家。（撮影 写真家 内藤順司氏 )
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吉
生
小
で
講
演
会
を
開
催

▲藤田選手のロードバイクでの走りを見つめる児童

新
成
人
８
５
１
人
を
祝
い

成
人
式
を
開
催

　

１
月
13
日
、
石
岡
市
民
会
館
で
成

人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
、
成

人
式
を
迎
え
る
新
成
人
は
、
８
５
１

人
で
す
。

　

式
典
の
運
営
は
、
市
内
８
中
学
校

を
卒
業
し
た
新
成
人
の
代
表
が
、
運

営
委
員
と
し
て
自
ら
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
羽

織
袴
、
華
や
か
な
振
袖
姿
の
新
成
人

が
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

▲謝辞を述べる成人代表（石岡市民会館）

　

市
長
は
式
辞
で
「
自
分
の
将
来
像

を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
、
ゆ
る
ぎ

な
い
信
念
と
決
意
で
、
力
強
く
歩
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
品
贈
呈
や
来
賓
祝

辞
に
続
き
、
新
成
人
に
よ
る
意
見
発

表
や
謝
辞
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
会
場
前
で
中
学

校
ご
と
に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

撮
影
終
了
後
も
、
会
場
前
に
は
多

く
の
新
成
人
が
残
り
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
し
た
友
達
と
、
楽
し
そ
う
に
歓

▲書き初めの指導を受ける５、６年の児童

三
村
小
で

「
親
子
の
集
い
」
を
開
催

▲社会を明るくする運動作文コンテスト表彰式（中央公民館）

社
明
運
動
の
講
演
会
に

１
１
０
人
が
参
加

　

１
月
17
日
、
柿
岡
小

学
校
体
育
館
で
書
き
初

め
大
会
が
開
催
さ
れ
、

八
郷
硯け

ん
ゆ
う
か
い

友
会
の
会
員
10

人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
指
導
援
助
に
あ
た
り

ま
し
た
。

　

柿
小
で
は
、
新
た
な

気
持
ち
で
一
年
を
ス

タ
ー
ト
し
て
ほ
し
い

▲ウイングブレード協会の指導でウイングブレードを作る参加者

統
計
調
査
員
６
人
が
県
統

計
功
労
賞
者
表
彰
を
受
賞

▲統計功労者表彰式に出席した受賞者

柿
小
で
恒
例
の

書
き
初
め
大
会

と
、
伝
統
的
な
習
慣
で
あ
る
書
き
初

め
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
、
床
に
敷
き
つ
め
た
新
聞

紙
に
書
き
初
め
用
紙
を
広
げ
、
決
め

ら
れ
た
課
題
を
真
剣
に
書
き
上
げ
ま

し
た
。
会
員
た
ち
は
、
児
童
の
間
を

回
り
な
が
ら
、
筆
使
い
や
姿
勢
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
手
を
取
っ
た

り
し
な
が
ら
指
導
し
ま
し
た
。

　

書
き
上
げ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
満

足
げ
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
19
日
、
三
村
小
学
校
体
育
館

で
三
村
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
主
催
の
「
親
子
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
三
村
地
区
の
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
な
ど
１
０
０
人
以
上

の
人
が
訪
れ
、
ろ
う
石
を
使
っ
た

勾ま
が
た
ま玉
作
り
や
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

で
作
る
ウ
イ
ン
グ
ブ
レ
ー
ド
作
り
、

じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
大
会
な
ど
を
大
い

に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
時
に
は
協
議
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
用
意
し
た
お
で
ん
鍋
を
囲
ん

で
「
お
で
ん
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
行
う

な
ど
、
参
加
者
は
地
域
の
絆
を
深
め

つ
つ
、
心
も
体
も
温
か
く
な
る
一
日

を
過
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。
一
時
は
絶
望

し
た
も
の
の
、
パ
ラ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
に
出
会

い
、
不
屈
の
精
神
で
努

力
し
、
北
京
・
ロ
ン
ド

ン
の
両
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
。
自
転
車

ロ
ー
ド
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

当
日
の
講
演
会
に

は
、
児
童
61
人
と
教
師

や
保
護
者
な
ど
が
参
加

し
、
藤
田
選
手
が
子
ど

も
だ
っ
た
こ
ろ
の
話

や
、
事
故
に
遭
っ
た
時

の
こ
と
、
自
転
車
競
技

を
目
指
そ
う
と
決
め
た

　

市
で
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
、″
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
〟
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
１
月
26
日

に
中
央
公
民
館
で
、
講
演
会
を
開
催

し
、
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
演
に
先
立
ち
石
岡
市

推
進
委
員
会
主
催
の
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
表
彰
式
と
、
入
賞
者
代
表
の
園
部

小
６
年
の
田
中
玲
衣
さ
ん
と
府
中
小

６
年
栃
本
怜
美
さ
ん
に
よ
る
作
文
朗

読
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
埼
玉
県
青
少
年
総

合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
の
廣
川

俊
幸
氏
が
「
生
活
体
験
と
い
う
キ
ャ

ン
プ
の
必
要
性
」
と
題
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
や
た
く
ま
し
い
子
ど
も

の
育
て
方
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
プ
の

写
真
や
動
画
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら

講
演
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
異
年
齢
間
で
遊

ん
だ
、
楽
し
か
っ
た
子
ど
も
の
こ
ろ

を
思
い
出
し
た
」「
野
外
活
動
な
ど
、

触
れ
て
学
ぶ
大
切
さ
を
改
め
て
知
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

民
間
自
治
功
労
者
表
彰

を
受
賞

　

１
月
24
日
、
吉
生
小
学
校
が
ロ
ン

ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
藤
田
征ま

さ
き樹

選
手
（
日
立
建
機 

土
浦
工
場
研
究
本
部
勤
務
）を
招
き
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
児
童
に
夢
や
希
望
を
持

ち
、
失
敗
や
挫
折
に
屈
せ
ず
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
で
ほ
し
い
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

藤
田
選
手
は
、
大
学
２
年
の
時
に

交
通
事
故
に
遭
い
、
両
足
を
ひ
ざ
下

で
切
断
し
、
義
足
で
の
生
活
に
な
り

理
由
な
ど
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

藤
田
選
手
は「
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
自
分
は
で
き
る
と
信
じ
、
諦
め

ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と

児
童
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
藤
田
選
手
は
児
童
の
中

に
入
っ
て
メ
ダ
ル
を
披
露
。
続
け
て
、

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
の
走
り
を
実
演
し

た
り
、
代
表
児
童
３
人
と
自
転
車
で

競
い
合
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
「
諦
め
な
い
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

１
月
23
日
、
茨
城
県
庁
で
平
成
24

岩﨑　恒男さん櫻井　仁博さん

　

平
成
24
年
度
の
民
間
自
治
功
労
者

と
し
て
、
市
内
在
住
の
岩
﨑
恒
男
さ

ん
と
櫻
井
仁き

み
ひ
ろ博
さ
ん
が
、
茨
城
県
市

長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
﨑
さ
ん
は
、
駐
在
員
・
区
長
、

区
長
会
役
員
と
し
て
活
躍
す
る
一

方
、
石
岡
囃
子
連
合
保
存
会
創
設
に

関
わ
り
、
設
立
後
は
、
そ
の
役
員
と

し
て
石
岡
囃
子
の
伝
承
や
技
術
向
上

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

櫻
井
さ
ん
は
、
農
業
委
員
会
委
員

や
区
長
、
合
併
協
議
会
委
員
と
し
て

活
躍
。
さ
ら
に
、生
業
の
瓦
の
製
造
・

施
工
に
関
し
、
様
々
な
役
員
を
歴
任

す
る
ほ
か
、
八
郷
瓦
の
伝
統
の
継
承

や
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

二
人
は
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

談
し
た
り
、
写
真
を
撮

り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

年
度
茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
長
年
統
計
調
査
に
尽
力

し
た
調
査
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
６
人
が
受
賞
し
ま
し

た
。

●
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

・
中
村
良
三　
　

・
秋
山
八
重
子

・
鈴
木
福
男　
　

・
秋
山
享
弘

・
赤
津
恵
美　

●
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
調
査
統

計
審
議
官
感
謝
状

・
九
頭
利
夫

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ま
た
、
式
典
の
中
で
平
成
24
年
春

の
褒
章
受
章
者
と
し
て
、
宮
内
忠
さ

ん
と
常
盤
桂
吉
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

パ
ラ
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
の
藤
田
選
手
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まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと


